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  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16年 5月 18日の決算発表時に公表した平成17年3月期連結中間業績

予想及び個別中間業績予想を下記のとおり修正いたします。

　　　　　　　　　　　　記

１．平成 17年 3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 中間(当期)純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 5月 18日 発表）

900,000 8,500 2,500

今回修正予想(Ｂ) 1,010,000 18,000 1,000

増減額(Ｂ－Ａ) 110,000 9,500 △ 1,500

増減率 12.2% 111.8% △60.0%

前期（平成16年 3月中間期）実績 922,526 8,064 2,797

２．平成 17年 3月期個別中間業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 中間(当期)純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 5月 18日 発表）

770,000 1,000 500

今回修正予想(Ｂ) 900,000 13,000 3,500

増減額(Ｂ－Ａ) 130,000 12,000 3,000

増減率 16.9% －　　 600.0%

前期（平成16年 3月中間期）実績 784,243 1,014 △ 398

３．理　　由

   上記中間業績予想修正の主な要因は、売上高は前回想定（平成１６年３月期決算公表時）と比較し、原油

価格の高騰により販売価格が上昇したことや、 猛暑などの影響でガソリンを中心に販売数量が増加したこと

により、 連結売上高は１兆１００億円程度（前回想定比１，１００億円増加）、 個別売上高は９，０００億円程度

（前回想定比１，３００億円増加）となる見込みです。

   経常利益は、個別業績において、 原油価格が高値で推移したことに伴い、 たな卸資産の総平均法による

在庫評価の影響で売上原価が大幅に押し下がったことが主な要因です。

　以上の結果、 連結経常利益は１８０億円程度（前回想定比９５億円増加）、 個別経常利益は１３０億円程度

（前回想定比１２０億円増加）となる見込みです。

　また、特別損失に当期より 「固定資産の減損会計」 を早期適用することに伴い減損損失（連結で約１００億

円、 個別で約７６億円）を計上することにより、 連結中間純利益は１０億円程度（前回想定比１５億円減少）、

個別中間純利益は３５億円程度（前回想定比３０億円増加）となる見込みです。

　通期の業績予想につきましては現在見直し精査中であります。

　尚、現時点では中間配当および期末配当予想については前回公表値を変更する予定はありません。

（注）上記の業績見通しにつきましては、現時点で得られた情報に基づいて作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によって

　　　異なる場合があることにご留意下さい。

　　　　　　　　　　以　　上

中間業績予想の修正に関するお知らせ


